
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 30 事業No. 173

事務事業名 担い手確保・育成支援事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
担当課等名 農業課 開始 H29 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 1 若者が帰ってこられる産業をつくる
 2 飯田市への人の流れをつくる
   

分野別計画
 地域経済活性化プログラム2018
 農業振興ビジョン
  

法令・例規等
 飯田市認定農業者育成推進資金利子補給金交付要綱
 農業経営基盤強化資金利子助成金交付要綱、飯田市融資主体補助型経営体育成支援事業補助金交付要綱
 飯田市担い手確保・経営強化支援事業補助金交付要綱  ほか

事業目的
対象 ①市内農業者②就農希望者③移住希望者

意図 新規就農者の受入れ、意欲ある農業者の育成・支援、移住希望者の受入れ、農業の担い手確保

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

農業従事者の高齢化や担い手不足を解消するため、後継者の確保、農業に関心を持つ若者等の新規就農への誘導によ
る担い手確保を強力に推進していく必要があり、認定農業者等の意欲ある農業者がモデル的な経営体となるよう支援
し、魅力ある地域農業を実現していくとともに、新規就農者が栽培技術の習得や経営安定化により、農業経営が続け
られるよう支援していくことが必要です。また、企業参入や法人化による経営拡大、農ある暮らしの提案による移住
者受入れの推進等、新たな担い手確保が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
新たに就農を目指す方への里親研修、就農時の適正な営農計画作
成と継続的な助言・指導、青年就農給付金等の国や市の助成金交
付など、就農から経営安定までの長期的な支援に取り組みます。
　農業者が有利な資金融資や補助金を活用した経営の安定に向け
た農業機械導入や施設整備など効率化・省力化や規模拡大に対し
て支援します。また、新たに整備した農業生産施設に課税される
固定資産税の1/2に相当する額以内を課税初年度を含め５年間補助
します。
　就農を目指す移住・定住者を確保するため、お試し住宅やワー
キングホリデーの活用により取組を強化するとともに、農業法人
への就農を含めた就農相談や新規就農者誘導の取組を、JA、周辺
町村、農業法人等の関係機関と連携して取り組みます。

ワーキングホリデー運営費 245

担い手誘致PR活動費 631

新規就農者支援事業委託料等 431

新規就農者支援事業補助金(国・市) 15,330

農業生産施設固定資産税補助(市) 256

農業資金運営/利子助成金(県・市) 30,433

経営体育成支援事業補助金(国) 2,310

お試し住宅水道光熱費等 242

  

その他の経費 84

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画

平成30年度
計画

平成31年度
計画

平成32年度
計画

新規就農者と農家後継者（40歳未満）の確保 人 8 8   
補助金の活用により施設整備した経営体数 人 8 3   
農業資金融資件数 件 10 15   

      
      
      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 49,962 （県）農業人材力強化総合支援事業補助金（国10／10）　12,750千円

（県）経営体育成支援事業（国３／10）　2,310千円
（県）農業経営基盤強化資金利子助成　220千円
（そ）あぐりチャレンジ農業資金貸付預託金回収金　30,000千円
（そ）座光寺おためし住宅雑入　181千円

国庫支出金 0
県支出金 15,280
地方債 0
その他 30,181
一般財源 4,501

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

当初予算額 中事業名(科目名称)現計予算額

1    1 6 1  3  15  1 1,118
0 農業担い手誘致事業費

2    1 6 1  3  15  3 15,761
0 新規就農者支援事業費

3    1 6 1  4  38  1 32,827
0 意欲ある農業者支援事業費

4    1 6 1  4  38  2 256
0 農業生産施設整備支援事業費

5          

6          

7          
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